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している。すなわち仕事率の関係から瞬間管摩擦係数ん( t)，時間平均管摩擦係数λu， ta ，自乗平均管摩
擦係数入u， ta , rm の三つを定義し，これらと周波数との関係を明らかにするとともに，管摩擦係数と粘
性逸散との関係についても言及し，それらの物理的意義を明確にしている。
第 4 章では，乱流脈動流れを特徴づける三つのパラメータ(無次元角周波数d，時間平均レイノル






第 5 章では，前章で求めた流動形態図を利用して瞬間管摩擦係数ん(めと時間平均管摩擦係数入u， ta 
!の値を推定し，この結果を実験値と比較してその妥当性を検証するとともに，これら管摩擦係数と ω' ，


















(2) 流動形態は圧力項と粘性項とがほぼつり合う擬定常領域，圧力項，粘性項および慣性項の 3 項が
つり合う中間領域，および圧力項と慣性項とがほぼつり合う'慣性領域の三つに分類するのが合理的
であることを示し，層流，乱流の各場合について，それらの境界値を提示している。
(3) 特性数に基づいて摩擦損失を系統的に評価する方法を提案し，実験結果と比較してその妥当性を
立証している。
(4) 摩擦損失を瞬間管摩擦係数と時間平均管摩擦係数に基づいて評価し，前者については擬定常管摩
擦係数との，後者については定常流管摩擦係数との量的対応関係を明らかにしている。
(5) 乱流摩擦損失に対して，新しい観点から二つの推定式を提案している。
以上のように，本論文は円管内脈動流の流動形態と摩擦損失を明らかにし，管路網設計上有用な資
料を提供したものであり，工学上寄与するところが大きい。よって本論文は博士論文として価値ある
ものと i忍める。
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